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土星の衛星ヒュペリオン

不思議な姿の天体：ヒュペリオン

ヒュペリオンは土星の衛星の一つで、１８４８年に発見されました。ボイジャーが土

星に接近する以前に発見されていた土星の１０個の衛星の中ではサイズの小さい衛

星で、一番長いところでも３６０㎞しかない、いびつな形をした天体です。地球からは

小型の望遠鏡では見ることすらできません。

このヒュペリオンの姿が人類を驚かせたのは、２００５年に土星探査機カッシーニが

カッシーニが撮影したヒュペリオン
©ＮＡＳＡ/ＪＰＬ‐Ｃａｌｔｅｃｈ/ＳＳＩ
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接近して、撮影した写真が公開

された時です。表面にクレー

ターがたくさんあること自体はそ

れほど珍しいことではありません

が、一般的には、クレーターがび

っしりある場合は、その天体表

面が大昔から長い時間にわたっ

て隕石を受け続けてきた（水や

氷や砂、溶岩などでクレーター

が消されてしまわなかった）こと

を示唆します。ところが、ヒュペリ

オンのクレーターは、ふちが非

常にくっきりしている（古いクレー

ターは次第に崩れてふちが滑ら

かになる傾向があります）うえ

に、他の天体で見られるようなク

レーターに比べて、やや深いよう

に見えます。さらに、クレーターの底には、黒っぽい物質がたまっているようにも見えま

す。これは、クレーターのでき方が、他の天体とは違うでき方をしている可能性を示唆

しています。さらに、巨大なクレーターのようにも大きく陥没した地形のようにも見える

広い面の崖が写っています。

カッシーニが接近したときの重力の計測から、ヒュペリオンの密度を計算すると、

０.５から０.６程度の値となり、非常に密度の低い天体であることが判明しました。この

ことから、ヒュペリオンは岩石質の物質は少なく、氷が主体の天体だと推定されます。

しかし、密度が０.６以下ということは、仮に、ほぼすべてが氷でできていたとしても、ヒ

ュペリオン内部には、空隙（すきま）がたくさんあることを示唆しています。ヒュペリオン

は、スポンジのように穴だらけのスカスカの天体であることが予想されています。これ

は、ヒュペリオンが、もともと一つの天体としてできたのではなく、何らかの天体衝突に

よって放出された小さな破片が集まってできた天体である可能性も考えられます。

ヒュペリオンは、土星最大の衛星であるティタンの軌道と３：４の共鳴関係にあるこ

とが知られています。つまり、ティタンが土星を４回公転すると、ヒュペリオンは３回公

転する、という公転周期の関係があり、ティタンの重力によってヒュペリオンの軌道が

安定化されています。このティタンからの重力の影響によって、ヒュペリオンの自転は

逆に不安定になっていて、ヒュペリオンの自転は不規則な周期になっているだけでな

く、自転軸も一定しなくなっています。

飯山 青海（科学館学芸員）

クレーターの底に黒い物質が見える。
©ＮＡＳＡ／ＪＰＬ‐Ｃａｌｔｅｃｈ／ＳＳＩ
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数式時計
窮理の部屋１７０

テレビ番組で、文字盤の１から１２の数字の部分が数式になっている時計を見かけ

ました。今や、そんな時は「時計 数式」でネット検索すれば、すぐに類似の商品がい

ろいろ見つかって、手に入れることもできるのですが、どうも私の気に入るものがない

のです。

と い う の も、例 え ば「８時」が「１６／２」と か、「２時」が「√４」と か、「１０時」が「ｌｏｇ

（１００５）」になっていたりするのです。確かに「１６／２」は「８」ではあるのですが、数式

ならなんでもいいというわけではありません。こういう特に意味のない数式がひとつでも

入っていると、う～んどうして…と思ってしまうのです。

そこで、私なりに数式時計の文字盤を考えてみました。もちろん、各数字にどのよう

な数式を置くかは、ひとそれぞ

れの好みではあるのですが、こ

んな文字盤の時計はいかがで

しょうか。

「１時」は、ｅ（自 然 対 数 の

底）、ｉ（虚 数 単 位）、π（円 周

率）の間に成り立つ関係式で世

界一美しい数式ともいわれるオ

イラーの等式「ｅｉπ＋１＝０」から

とりました。

「２時」の式に書かれている

「Σ」は、足し算をしていく記号

で、「１＋１／２＋１／４＋１／８＋

１／１６＋１／３２＋１／６４＋…」と

どこまでも足していくと、限りなく

２に近づいていきます。右の図

のように、面積が１，１／２，１／

４，１／８，…の四角を組み合わせていくと、全

体の面積が２になることがわかるでしょう。

「３時」の［ ］はガウス記号といって、括弧の

中の数を超えない最大の整数を表わしていま

す。円周率はπ＝３.１４…ですから、πを超え

ない最大の整数は３ということになります。

図１．長谷川作の時計の文字盤

図２．１＋１／２＋１／４＋１／８＋…

窮理の部屋
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「４時」の数式には三角関数が出てきていますが、角度をラジアンという表記にす

ると、１８０度がπになります。また、「ｔａｎ－１１」はタンジェントが１になるような角度を

意味していて４５度です。これをラジアンで表記するとπ／４になります。

「５時」に出てくる「τ」は黄金比の１.６１８０３…です。正

五角形の一辺の長さと対角線の長さの比も、黄金比になっ

ています。ここでは、「τ＝（１＋√５）／２」を変形することで、

「（２τ－１）２＝５」としました。

「６時」に出てくる「！」マークは階乗を表わす記号で、１か

らその数までを掛け合わせた数になります。「３！＝１×２×

３＝６」「４！＝１×２×３×４＝２４」なので、時計の文字盤と

して階乗が使えるのは「３！」までです。

「７時」「８時」「９時」には、１１１、２２２、３３３と同じ数字を

３つ並べてみました。８時と９時はわかりやすいですが、７時は何でしょうか。「ｂ」と付

いているのは２進数を表わしていて、２進数の「１１１」は１０進数で「７」になります。

「１０時」の「Ｃ」はコンビネーション（組み合わせ）を表わす記号で、ものが左下の数

だけある中から右下の数のものを取り出す場合に、ものの組み合わせが何通りあるか

ということを表わします。例えば「りんご」「オレンジ」「グレープ」「レモン」「ソーダ」味の

飴が１個ずつ計５個あって、この中から２個選んだときにそれが何味と何味かという組

み合わせは１０通りなのです。

「１１時」に出てくる１４６４１というのは、二項分布というものに出てくる数です。例え

ば、コインを１枚投げて表がでる確率と裏が出る確率は１：１ですが、２枚投げたら、２

枚とも表・表と裏が１枚ずつ・２枚とも裏になる確率は１：２：１、３枚だと１：３：３：１、４

枚だと１：４：６：４：１、５枚だと１：５：１０：１０：５：１…になります。またこの数字の並び

は、「１１２＝１２１」「１１３＝１３３１」「１１４＝１４６４１」というところにも出てきます（但

し、５乗以上は繰り上がりのため、二項分布の数そのままの並びにはなりません）。

最後の「１２時」は、ピタゴラスの定理と関係しています。三角形の各辺の長さの比

が３：４：５になっていると、「３２＋４２＝５２」なので直角三角形になっています。同じよ

うに辺の長さの比が５：１２：１３の三角形も「５２＋１２２

＝１３２」なので直角三角形です。これを変形して、「１２

時」にしました。

文字盤が剥き出しになっている時計があったら、図

１を拡大コピーして貼り付けてみてはいかがでしょうか。

また、皆さんなら１～１２の数字のところにどんな数式を

入れるでしょうか。

長谷川 能三（科学館学芸員）

図３．正五角形の
辺と対角線

Ｙ．ＨＡＳＥＧＡＷＡ

１３



★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

「科学館で算数？」と思いましたか？算数

（中学校からは数学とよびます）は、科学とは

切っても切れない関係なのです。身のまわ
う ちゅう

り、宇宙、あるいはミクロの世界のヒミツは、算

数や数学をつかって書きあらわされます。

マジックといっても、ハンカチからハトが飛

び出したり、はたまた人がとつぜん消えたり、

そんなことを思いえがくかもしれません。今回
ぜっ たい

は、「絶対にマジシャンに勝つことができない

ゲーム」や、「ならべかえただけで大きさがか

わってしまうパズル」など、不思議なマジック

を楽しみましょう。もちろん、マジックを見るだけではなく、やり方もご紹

介しますよ！
うえば たかひろ（科学館学芸員）

�́ �á�Ç�ž�J�¶�«�å�Ò &“�´�´ �á�á�Ç�Ç�ž�ž �J�J �¶�¶ �«�«�å�å �Ò�Ò &“&“

算数マジック！

■３月のクラブ■
※科学館休館に伴い、中止となりました。

３月１５日（日） ９：４５ ～ １１：４０ごろ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」３月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：００ 表彰式

１０：００～１０：３５ サイエンスショー（全員）
１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号７８～１５３）

２月号
１５ページ

１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号１～７７）
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象限儀の中の小さな工夫 嘉数次人 ２‐１０

土星の衛星ヒュペリオン 飯山青海 ３‐１０

窮理の部屋

雲をつくる実験 大倉宏 ５‐１２

雨粒の成長 西岡里織 ６‐１２

ＡＩがあれば、学芸員なんていら
ない？！

大倉宏 ８‐１２

３０年を迎える展示 長谷川能三 ９‐１６

雪の結晶 西岡里織 １１‐１２

エナジースティック 大倉宏 １‐１２

数式時計 長谷川能三 ３‐１２

化学のこばなし

一家に１枚周期表、そして…。 小野昌弘 ７‐１２

お茶のおいしい化学 その１ 上羽貴大 １０‐１２

リチウムイオン電池って？ 小野昌弘 １２‐１２

お茶のおいしい化学 その２ 上羽貴大 １‐１２

企画展紹介

長良隕石特別展示 飯山青海 ４‐３

国際周期表年２０１９特別展 小野昌弘 １０‐１８

ミニ企画「積み木のルーツ～フ
レーベル『恩物』～」展

石坂千春 １‐１８

２０１９ ＩＮＤＥＸ

１８



科学館のコレクション

日本光学製アストロカメラ 渡部義弥 ４‐２１

イリドスミン 小野昌弘 ７‐２０

アネロイド型自記気圧計 江越航 ８‐２８

こよみ版木 嘉数次人 １１‐１５

チェリャビンスク隕石 飯山青海 ２‐１７

アポロ計画に関係する切手 石坂千春 ３‐１５

展示場へ行こう

空気がないと起こること 音 大倉宏 ４‐２８

周期表 小野昌弘 ５‐２８

１９７０～８０年代のラジカセ 嘉数次人 ６‐２８

虫めがねｄｅ望遠鏡 石坂千春 ７‐２８

パラボラゴルフ 西野藍子 ８‐１５

ミニ露場（ろじょう） 西岡里織 ９‐２８

学天則 長谷川能三 １０‐２８

惑星の風景（改） 渡部義弥 １１‐２８

太陽 江越航 １２‐２８

金属がジャンプ 飯山青海 １‐２８

火力発電 大倉宏 ２‐２８

元素の利用 小野昌弘 ３‐２８

ジュニア科学クラブ

ようこそプラネタリウムへ 渡部義弥 ４‐１６

てんじ場を歩きまわろう！ 西岡里織 ４‐１７

バランス大実験 長谷川能三 ５‐１４

ひみつの指令を送ろう！～コン
ピューターのせかい～

日本ＩＢＭ ５‐１５

おりひめ、ひこぼしをさがそう 江越航 ６‐２０

ふしぎな形 長谷川能三 ７‐１４

黒って 何色？ 出山茂雄 ７‐１５

サイエンス・フェスタ 大倉宏 ８‐１４

太陽系以外にある惑星 嘉数次人 ９‐１４

ブーメラン 大倉宏 １０‐１４

ＫＡＩＺＥＮ（カイゼン）

科学デモンストレーターズ １０‐１５

プラネタリウムで月面旅行！ 石坂千春 １１‐１４

ビリッとびっくり静電気！ 大倉宏 １２‐１４

アルミのボート 日本ＩＢＭ １２‐１５

すばるを見よう 西岡里織 １‐１４

やわらか物体だいへんしん 小野昌弘 ２‐１４

ヨットカーで風をつかもう 日本ＩＢＭ ２‐１５

算数マジック！ 上羽貴大 ３‐１４

科学館の新プログラム

木星と土星の世界 西野藍子 ６‐１６

星の降る夜に 飯山青海 ６‐１６

バランス大実験 長谷川能三 ６‐１７

学芸員スペシャル ６‐１７

星空歴史秘話 江越航 ９‐２０

天の川をさぐる 嘉数次人 ９‐２０

飯山青海

電池がわかる 小野昌弘 ９‐２１

夜空の宝石箱『すばる』 西岡里織 １２‐１８

オーロラ 西野藍子 １２‐１８

ブーメラン、カムバック！ 大倉宏 １２‐１９

大阪市立科学館３０周年記念記事

開館３０周年記念イベント ９‐１５

科学館開館３０周年 齋藤吉彦 １０‐４

その他の科学の話題

カナダ、アメリカ博物館視察研
修

西岡里織 ５‐１６

ＪｐＧＵに行ってきました！ 内藤武 ８‐１８

オムニマックスって憶えていま
すか？

長谷川能三 １１‐１８

ナノスケールの五輪マーク 上羽貴大 １‐１６

２０２０年注目の天文現象 内藤武 １‐１８

連載：はやぶさ２ 飯山青海

４‐１８、５‐１８、６‐１０、７‐１６、８‐１６、９‐１８、
１０‐１６、１１‐１６、１２‐１６、

その他の記事

館長より新年度のご挨拶 齋藤吉彦 ４‐２

科学館リニューアルオープン① 渡部義弥 ４‐４

科学館リニューアルオープン② 石坂千春 ４‐５

学芸員紹介 上羽貴大 ６‐１４

学芸員補助スタッフ紹介 内藤武 ６‐１５

宮井彩也子

謹賀新年 １‐１５

最近の研究発表など

５‐２０

科学館アルバム 西野藍子

５‐２１、６‐１８、７‐１８、８‐２０、１０‐２０、１１‐２０、
１２‐２０、１‐２０

インフォメーション 西野藍子

４‐２２、５‐２２、６‐２１、７‐２１、８‐２２、９‐２２、
１０‐２２、１１‐２２、１２‐２２、１‐２２

友の会

４‐２６、５‐２６、６‐２６、７‐２６、８‐２６、９‐２６、
１０‐２６、１１‐２６、１２‐２６、１‐２６、２‐２６、３‐２６

２０１９年度 もくじ
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サイエンスショー 開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００

３/１７からの平日 予約団体専用 －（※１） －

３/２０からの土日祝日、３/２４～４/１０ － －（※１） －（※１） －（※２） －（※１）

所要時間：約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

大阪市立科学館で最近収集した資料や、未公開の資

料を展示します。あわせて、科学館の学芸員が携わっ

ている仕事をパネルで紹介します。

■日時：３月１７日(火)～５月３１日（日） ９：３０～１７：００

■休館日：２月２９日（土）～３月１６日（月）、

毎週月曜日（５/４は開館）

■場所：地下１階アトリウム ■観覧料：無料

■申込：不要（当日会場へお越しください） 写真：屋井乾電池

新コレクション展２０２０

（※１） 新型コロナウィルス感染症の拡大防止に向けた大阪市の方針により、令和２年３月２０日（金）

まで、団体専用以外のサイエンスショー、および、エキストラ実験ショーを中止いたします。

（※２） ４月からの土日祝休日は、１４ : ００から「特別サイエンスショー」を行います。

２０２０年４月からの土日祝休日の１４時の回は、

物理・化学担当の学芸員が、通常のプログラムとは

違ったサイエンスショーを行います。

担当学芸員・テーマは、科学館公式ホームページ

をご覧ください。

※【特別サイエンスショー】

４月からの土日祝休日 １４：００～

インフォメーション

２３



電気に関する楽しい科学イベントを開催します！
アトリウム特設会場では、スペシャルサイエンスシ
ョー「びっくり！電池のヒミツ」を、展示場では、か
んたん科学工作「じしゃくｄｅブランコ」を、研修室
では、地球についてクイズ形式のワークショップを
行った後、ミニ地球儀を作る「ダジックアース・
ワークショップ」を実施します。
■日時：３月２２日（日） １１：００～１６：００
■定員：プログラムにより異なります。
■対象：どなたでも（保護者の同伴が必要なもの

もあります）
■場所：地下１階アトリウム特設ステージ、研修

室、展示場３階
■参加費：無料 ※当日は「電気記念日」のため、展示場は無料で観覧していただけます。
■申込方法：当日、直接会場へお越しください。
※かんたん科学工作「じしゃくｄｅブランコ」、「ダジックアース・ワークショップ」は事前申し込
みが必要です。詳しくは、科学館公式ホームページをご覧ください。

■主催：大阪市立科学館、科学館大好きクラブ
■共催：電気記念日行事関西実行委員会（事務局 一般社団法人 日本電気協会 関西支部）

－電気とともに新しい時代へ－「電気のスペシャル・イベント２０２０」

中・高・大学生が中心の科学館大好きクラブのメンバーが、科学館の展示をガイドします。
■日時：３月２２日（日） １１：００～１６：３０ ■場所：展示場
■対象：どなたでも ■定員：なし ■申込方法：当日会場へお越しください
■参加費：無料 ※当日は「電気記念日」のため、展示場は無料で観覧していただけます。

自然科学の基礎を訪ねる ～科学館ナビ！～

アーク灯

インフォメーション

２４



大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）
休館日：２月２９日（土）～３月１６日（月）、月曜日（祝日の場合は翌平日）
開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場の発券・入場は１６：３０まで）
所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：４月９日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要 ■参加費：無料
■テーマ：「旧制姫路高校物理実験機器の再調査と博物館での活用」
■講演者：吉岡 克己 研究員
■概要：かつて兵庫県姫路市に神戸大学の源流のひとつとなる旧制高校がありました。残さ

れた物理実験機器は３００点以上にのぼります。今回は、再調査で明らかになった資料群
の概要と博物館での活用について紹介します。

中之島科学研究所 第１１１回コロキウム

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う休館等について

大阪市立科学館では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた大阪市の方

針により、令和２年２月２９日（土）～３月１６日（月）まで休館しております。なお、主

催行事は３月２０日（金）まで中止いたします。何卒ご理解をお願いいたします。

また、今後の状況により変更等の可能性がございますので、最新情報は科学館公式

ホームページをご確認いただきますよう、お願いいたします。

インフォメーション

２５
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友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。
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１４ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 中止になりました
１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 中止になりました

１５ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 中止になりました

３
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

２１ 土 １４：００～１６：００ 友の会例会 研修室
１９：３０集合 星見 ２月号参照

２２ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室
１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１１ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室
１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１２ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室
１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

４
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１８ 土 １４：００～１６：００ 友の会例会 研修室
１９：３０～２１：００ 友の会天体観望会 次ページ参照

１９ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室
２５ 土 １９：００集合 星楽 次ページ参照
２６ 日 １４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

４月の天文学習サークルは遠足のため、科学館での活動はありません。
開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認ください。

２月の例会は１５日に開催しました。メインのお話は、
石坂学芸員の「ヴィラ・シュトゥックの太陽系図につい
て」でした。そのほか、うちゅう１月号でのクイズと、展示
場で開催中の「積み木のルーツ～フレーベル『恩物』
～」展について紹介がありました。休憩をはさんだ後、山
田さん（Ｎｏ.２７６０）から、ＶＬＴで撮影された減光中の
ベテルギウスの写真、特殊切手天体シリーズ第３集、
「恋する小惑星」の紹介がありました。参加者は６３名で
した。天体観望会は曇天のため中止になりました。
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電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）
メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ
郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題の
発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。ぜひご参加下さい。
■日時：３月２１日（土） １４：００～１６：００ ■会場：研修室
■今月のお話：「発電と温暖化」 大倉学芸員

私たちの使っている電気はどのように発電されているのでしょうか？再生可能エネルギー
ってなんでしょう？近年問題になっている炭酸ガスや温暖化の問題とどう関係しているのでし
ょうか？データを元に探っていきたいと思います。
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サークル星楽は、電車で奈良県宇陀市まで向かい、一晩中（日帰り可）天体観望を行います。
■日時：４月２５日(土)～４月２６日(日) ■集合：２５日１９ : ００ 近鉄三本松駅前
■申込：サークル星楽のホームページ https : //circleseira.web.fc2.com/ (推奨)

または、世話人さんへ電子メール(circle_seira@yahoo.co.jp)にて。
■申し込み開始：３月２５日(水) ■申込締切：４月１５日(水) 但し最終２日前まで可。
■備考：宿泊施設はありません。集合時間に遅れての参加や日帰りでの参加も可能です。

詳しくは、サークル星楽ホームページをご覧ください。参加費は不要（無料）です。
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科学館の屋上で、望遠鏡を使って金星やすばるなどを観察しましょう。
■日時：４月１８日（土）１９：３０～２１：００ ■開催場所：科学館屋上
■対象：友の会の会員とそのご家族、ジュニア科学クラブの会員とそのご家族
■申込：不要 ■定員：なし ■持ち物：会員証（ジュニア科学クラブ会員手帳）
■当日の日程

１６：００ 天候判断（雲が多くて星が見えなさそうな場合は中止します）
１９：００～１９：３０ 望遠鏡組立（手伝い・見学したい人は１９：００にお集まりください）
１９：３０～２１：００ 天体観察（入館は１９：３０までです。自由解散です。）
２１：００～ 片付け、終了

■入館方法：閉館後の行事のため、正面玄関は閉まっています。科学館の建物南西側にあ
る、職員通用口より入館してください。１９：３０～２０：３０の自由な時間においで下さい。

※天候が悪い場合は中止いたします。雲が多い天候の場合は、当日１６時以降、友の会
ホームページや、科学館友の会事務局へのお電話にてご確認ください。

※観望会の受付や、望遠鏡の組立・操作等、観望会の運営にお手伝いいただける方は、科
学館の飯山学芸員か、友の会事務局までお申し出ください。

�Ð�É�ß �ß�C�f���|�ó�‡�“�ß

�Ð�É�ß

�•�†




